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おわりに 

 

 近年、都市の「住みやすさ」についてのランキングが注目を集めている中、草津市の「住

みやすさ」についてアンケートをもとに検討してきた。 

本調査研究では多様な市民の背景を踏まえた「住みやすさ」の要因を抽出しようと試み

た結果、アンケート設計時に設定した「利便性」「安全・安心」「つながり」「ゆとり」

「公的施設」の5要因において、それぞれに「住みやすさ」に影響する要素を持っている

ことがわかった。さらに、4つの地域ごとに生活背景等を反映し、「住みやすさ」や不安

感を感じている点が異なることがわかった。 

現状の「住みやすさ」の要因は、「住みよさランキング」において利便度順位の高さが

高評価につながっているのと同様に「利便性」が最も重視されていた。「住みやすさ」の

向上に影響する要因は、全体として「安全・安心」「つながり」「ゆとり」が重要である

ことがわかった。地域別にみると、交通の利便性、子育て関係や高齢者の施設・医療施設・

教育の充実等が共通した「住みやすさ」向上の要素であることがわかったが、それら要素

に対する関心の高さは、地域によってそれぞれの背景を反映して異なっていた。また、地

域によってそれら以外に重視される異なる要素があった。特に、新市街地地域と郊外地域

では特徴的な差異が見られた。 

「利便性」や「公的施設」等においては、地域によって課題はあるものの、現状には既

にある程度満足しており、草津市の「住みやすさ」を構成している経済的な要素はほぼ満

たしていると考えることができる。この上で、さらに「住みやすさ」を向上させていくた

めには、経済的な要素以外の部分に目を向け、利便性の良さ以外に「草津市に住んでよか

った」という満足感に繋がる要因・要素を検討することが重要である。 

今回、アンケートの分析結果においても、地域とのつながりや安心感等の心の豊かさを

求める部分が表出してきた。このことから、草津市を誇れる何かによって地域への愛着を

高める必要があると考える。草津市への地域愛着を形成するための要因・要素や、その可

能性についてさらに探求する必要がある。 
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参考資料１  「住みやすさ」研究会について 

（１） 目的   

市内の各地域の特徴を踏まえ、地域や世代ごとに重要視される「住みやすさ」

の要因・要素を明らかにする。 

 

（２）設置期間 

    2015(平成27)年8月から2016(平成28)年3月まで 

 

（３）開催実績 

 

(４)研究会 

○メンバー 

 

 

 日時 内容 

第1回 平成27年8月18日(火) 

10:00～12:00 

・「住みやすさ」要因についての既存研究等の状況 

・「住みやすさ」に関する市の取り組み状況 

第2回 平成27年10月8日(木) 

13:30～15:30 

・市民アンケートにかかる調査項目等(案)の検討 

第3回 平成28年2月19日(金) 

13:30～15:30 

・市民アンケート調査の実施結果分析報告等 

 分野 氏名 所属 

1 学識経験者 小沢 道紀 立命館大学 スポーツ健康科学部 准教授 

2 行政 岡野 則男 草津市総合政策部 総括副部長 

3 行政 岡本 寿幸 草津市まちづくり協働部 総括副部長 

4 行政 田中 祥温 草津市産業経済部 総括副部長 

5 行政 小川 薫子 草津市健康福祉部 健康増進・高齢者担当副部長 

6 行政 西 典子 草津市子ども家庭部 総括副部長 

7 行政 青木 敏 草津市都市計画部 総括副部長 

8 行政 吉川 寛 草津市建設部 総括副部長 
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○事務局 

 

○助言 

中村 円     草津市総合政策部 草津未来研究所 参事 

 

 

参考資料２住みよさランキング 2015(近畿編) 

 

 

全国
順位

全国上昇
順位幅

偏差値
安心度
順位

利便度
順位

快適度
順位

富裕度
順位

住居水準

充実度

順位

1 草津（滋賀） 14 3 56.23 484 4 16 78 675
2 芦屋（兵庫） 26 1 55.04 669 27 194 12 613
3 生駒（奈良） 27 7 55.01 570 42 280 91 295
4 箕面（大阪） 31 -5 54.80 628 42 21 31 672
5 甲賀（滋賀） 36 1 54.54 367 98 312 272 143
6 栗東（滋賀） 42 8 54.36 341 388 45 44 501
7 加東（兵庫） 43 8 54.35 117 544 12 226 271
8 香芝(奈良) 44 8 54.31 512 42 98 247 332
9 彦根（滋賀） 45 0 54.23 535 31 95 215 441

10 米原（滋賀） 48 -8 54.17 450 201 352 321 48

13 近江八幡 58 -2 53.74 550 99 128 315 216

16 長浜 66 76 53.53 289 201 398 352 117
23 守山 123 -74 52.74 546 581 27 138 258
44 東近江 247 53 51.23 432 612 329 304 109
49 大津 276 9 50.95 631 550 65 157 426
63 野洲 393 -88 49.94 681 688 200 162 287
88 高島 552 5 48.58 572 564 518 551 121
90 湖南 559 -46 48.49 463 731 258 192 528

※全国順位は791市中、うち近畿版は111市中の順位。

近畿内
順位

市名

ランキング 全国順位内訳　（上段：今年、下段：前年）

出所：『都市データパック』東洋経済新報社(2015年)を基に草津未来研究所作成

1 山本 憲一 草津市総合政策部 草津未来研究所 副所長 

2 古川 郁子 

(担当者) 

草津市総合政策部 草津未来研究所 主任研究員 

(総合政策部 参事) 

3 岡安 誠 草津市総合政策部 草津未来研究所 主査 
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参考資料３スマイティ レビューによる5段階評価およびランキング 
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参考資料４市民アンケート調査票(郵送調査用)  
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参考資料５市民アンケート調査票(窓口調査用) 
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参考資料６居住地域の区分(住居表示別) 

背景別分析における居住地域の区分 

 

出所：草津未来研究所作成 

※新堂町、集町、上笠町については、回答者がいなかった。 

 

 

 

参考資料７市民アンケート分析結果 

性別              年齢構成 

  

 

 

 

西渋川 1 追分南 2 追分町 3 山寺町 4
西大路町 1 東草津 2 南笠町 3 山田町 4
大路 1 東矢倉 2 木川町 3 志那中町 4
南草津 1 南笠東 2 野路町 3 志那町 4
野路 1 平井 2 矢倉 3 上寺町 4
渋川 1 野村 2 芦浦町 4 新浜町 4
笠山 2 野路東 2 岡本町 4 長束町 4
桜ケ丘 2 橋岡町 3 下笠町 4 南山田町 4
若草 2 上笠 3 下寺町 4 馬場町 4
若竹町 2 青地町 3 下物町 4 片岡町 4
西草津 2 川原 3 駒井沢町 4 北山田町 4
西矢倉 2 草津 3 穴村町 4 北大萱町 4
草津町 2 追分 3 御倉町 4
地域（1：新市街地、2：旧市街地、3：新旧混在、4：郊外）

出所：草津未来研究所作成 出所：草津未来研究所作成 
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世帯構成 

 

 

回答者住居 

 

 

回答者住居(背景別) 

 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 
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通勤通学の場所              通勤通学の時間 

  

 

通勤通学時間(背景別) 

 

 

交通手段 

 

出所：草津未来研究所作成 出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

他市町 
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世帯年収(背景別)  

 

 

世帯収入(日本平均比較) 

 

 

居住年数 

 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 
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居住歴 

 

 

居住歴(背景別) 

 

 

転居の理由(きっかけとなった出来事)  

 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

他市町 
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「住みやすさ」に対する意識(男女別) 

 

 

(単位：点) 

出所：草津未来研究所作成 
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住み続けている理由(地域別) 

 

 

 

 

出所：草津未来研究所作成 

(単位：点) 
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住み続けている理由(男女別) 

 

 

 

 

出所：草津未来研究所作成 

※ここにおける点数は、「1.そう思わない」⇔「4.そう思う」の回答者の平均 

(単位：点) 
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転居の際に重視すること(地域別) 

 

 

 

 

出所：草津未来研究所作成 

(単位：点) 
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転居の際に重視すること(男女別) 

 

 

 

出所：草津未来研究所作成 

(単位：点) 
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転居時の重視－住み続けている理由(男女別) 

 

 

 

 

 

 

 

←満足 期待→

御 

(単位：点) 

出所：草津未来研究所作成 
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草津市に住み続けたいか(地域別) 

 

 

草津市に住み続けたいか(男女別)  

 

 

草津市に「住み続けたくない」理由(自由記述欄)  

 

                                 出所：草津未来研究所作成 

  

「住み続けたくない」理由の主旨(複数回答あり)
交通が不便である
日曜日はバスがほとんどない
車の運転ができなくなったら住みにくい
将来は自然が多いところに行きたい
地域が閉鎖的である

住宅関係 土地が高い、住宅が狭い
税金が高い
障害児教育に不安がある
転勤・進学等で出る見込みがある
生まれ故郷に帰りたいと思っている

交通関係

住環境関係

市政関係

その他

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 
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「住みやすさ」に関する自由記述(全体) 

 

 

 

出所：草津未来研究所作成 
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「住みやすさ」に関する自由記述(男性) 

 

「住みやすさ」に関する自由記述(女性)  

 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 
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     新市街地地域 

 

旧市街地地域 

 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 
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新旧混在地域 

 

      郊外地域 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 
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「住みやすさ」に対する意識①  

 

 
※矢印は、高くなっていく向きを指し、太字は特徴的な点を示している。 

 

 

 

公共交通（バ

ス・電車など）

の利便性は良

いと思います

か？

自動車での移

動がスムーズ

にできます

か？

交通渋滞は多

いと思います

か？

お住まいは勤

務地や学校に

近いですか？

食料品や日用

品を買うとき

に、草津市内

で買い物する

ことが多いで

すか？

衣料品を買う

ときに、草津市

内で買い物す

ることが多い

ですか？

贈り物など特

別なものを買

うときに、草津

市内で買い物

することが多

いですか？

外食に行くとき

に、草津市内

の店舗に行く

ことが多いで

すか？

パートやアル

バイト、仕事を

探すとしたら、

草津市内で探

すことが多い

でしょうか？

新市街地 2.82 2.83 2.73 2.75 3.76 2.98 2.74 3.13 2.43
旧市街地 2.66 2.85 2.79 2.66 3.74 3.13 2.91 3.16 2.51
新旧混在 2.64 2.81 2.83 2.86 3.85 3.34 3.08 3.30 2.57
郊外 2.04 3.00 2.72 2.63 3.75 3.47 3.15 3.24 2.89
男性 2.66 2.94 2.84 2.65 3.69 3.27 2.97 3.19 2.30
女性 2.56 2.81 2.72 2.78 3.79 3.13 2.88 3.21 2.84
合計 2.58 2.87 2.77 2.73 3.77 3.22 2.97 3.20 2.58

お住まいの周

辺は緑が多い

と思います

か？

琵琶湖や琵琶

湖畔に遊びに

行くことが多い

ですか？

草津市には、

自然の中で遊

べる場所が多

いと思います

か？

草津市は自然

に触れること

のできる場所

が多いと思い

ますか？

草津市は、自

然災害に強い

と思います

か？

草津市では、

夜道を安心し

て歩けます

か？

草津市では、

犯罪が少ない

と思います

か？

草津市では、

高齢者や子ど

もなどに対し

て交通安全が

配慮されてい

ますか?

草津市では歩

行者や自転車

の安全が守ら

れていると思

いますか?

新市街地 2.54 2.03 2.24 2.30 2.25 2.31 2.17 2.07 2.03
旧市街地 2.78 2.01 2.37 2.48 2.38 2.15 2.09 1.91 1.94
新旧混在 2.81 2.05 2.43 2.53 2.43 2.03 2.03 2.00 2.02
郊外 3.13 2.19 2.42 2.55 2.42 2.10 2.17 1.92 1.91
男性 2.73 2.14 2.34 2.42 2.41 2.28 2.18 1.98 1.96
女性 2.81 1.96 2.37 2.47 2.28 2.08 2.08 2.01 2.01
合計 2.78 2.05 2.36 2.46 2.38 2.15 2.12 1.97 1.98

出所：草津未来研究所作成 

(単位：

点) 
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「住みやすさ」に対する意識② 

 

 
※矢印は、高くなっていく向きを指し、太字は特徴的な点を示している。 

 

必要な医療施

設が近くにあり

ますか？

妊産婦、高齢

者、障害のあ

る人などが使

いやすい施設

が多いと思い

ますか?

高齢者の介護

ための施設は

充実している

と思います

か？

保育園・幼稚

園は充実して

いると思いま

すか？

学童保育施設

は充実してい

ると思います

か？

草津市は、小

学校・中学校

の教育が充実

していると思い

ますか？

気軽に集える

場があると感

じています

か？

何か困ったこ

とがあった時

に、近くに助け

てくれる人は

いますか？

近くに親しく話

せる人はいま

すか？

新市街地 3.02 1.98 1.44 1.87 1.46 1.56 1.83 2.54 2.77
旧市街地 3.05 1.85 1.63 1.80 1.49 1.61 1.92 2.57 2.87
新旧混在 3.10 1.78 1.72 1.89 1.52 1.66 1.87 2.74 2.97
郊外 2.99 1.78 1.67 2.18 1.83 1.91 1.93 2.76 2.89
男性 3.01 1.89 1.67 1.95 1.66 1.75 1.95 2.60 2.73
女性 3.09 1.85 1.61 1.92 1.47 1.63 1.86 2.66 2.98
合計 3.05 1.85 1.63 1.92 1.56 1.68 1.89 2.63 2.86

近所の人と話

をすることは

多いと思いま

すか？

近所づきあい

は面倒だと思

いますか？

お住まいの場

所の伝統や文

化について

知っています

か？

地域のイベン

トに積極的に

参加していま

すか?

草津市に住ん

で満足してい

ますか？

現在住んでい

る地域に今後

も住み続けた

いと思います

か？

草津市に愛着

がありますか?

草津市を人に

自慢できます

か?

新市街地 2.16 2.28 1.66 1.90 3.15 3.17 2.91 2.75
旧市街地 2.49 2.11 1.65 1.99 3.16 3.13 2.94 2.65
新旧混在 2.46 2.06 1.93 2.23 3.16 3.12 2.94 2.63
郊外 2.57 2.16 1.98 2.34 2.96 3.04 2.89 2.68
男性 2.36 2.16 1.90 2.08 3.09 3.12 2.90 2.63
女性 2.44 2.15 1.72 2.08 3.13 3.12 2.88 2.66
合計 2.43 2.13 1.78 2.09 3.11 3.12 2.92 2.67

出所：草津未来研究所作成 

(単位：

点) 
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サークル活動への参加                   コミュニティセンター・市民センターでの活動への参加 

   
  

自治会（町内会）活動への参加               ボランティア活動への参加    

   
 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 

出所：草津未来研究所作成 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

草津市の「住みやすさ」に関する調査研究報告書 
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